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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公表番号】特表2010-540412(P2010-540412A)
【公表日】平成22年12月24日(2010.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-051
【出願番号】特願2010-512025(P2010-512025)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 231/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4436   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/381    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/426    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4178   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4535   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/427    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/341    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4164   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/454    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/415    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ 409/12    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 409/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 277/36    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/34    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
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   Ｃ０７Ｄ 403/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/64    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/64    １０５　
   Ａ６１Ｋ  31/4436  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/381   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/426   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4178  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4535  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/427   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/341   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4164  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/454   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/415   　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２３　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月3日(2011.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５８】
参考例１８５
（２－フルオロ－３－メチルフェニル）ヒドラジン
　亜硝酸ナトリウム（２８．７ｇ）の水（１００ｍＬ）溶液に２－フルオロ－３－メチル
アニリン（４０ｇ）の濃塩酸（６４０ｍＬ）溶液を－２０℃で滴下して加えた。同温度で
１時間撹拌した後、塩化スズ（ＩＩ）（１２１ｇ）の濃塩酸（２００ｍＬ）溶液を－２０
℃で滴下して加えた。０℃で２時間撹拌した後、生じた固体をろ過し、水およびヘキサン
で洗浄した。得られた固体を水（５００ｍＬ）に溶解し、ｐＨが１２になるまで２ｍｏｌ
／Ｌ水酸化ナトリウム水溶液を加え、ジクロロメタンで２回抽出した。抽出液を無水硫酸
ナトリウムで乾燥し減圧濃縮することで、表題化合物を白色固体として得た（２８．４ｇ
，収率６３％）。
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３）δ：２．２４（３Ｈ，ｄ，Ｊ＝２．４Ｈｚ），３．５４（２
Ｈ，ｂｒｓ），５．３０（１Ｈ，ｂｒｓ），６．５９－６．６３（１Ｈ，ｍ），６．８９
（１Ｈ，ｄｔ，Ｊ＝７．８，２．０Ｈｚ），６．９４－６．９９（１Ｈ，ｍ）．
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